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第 1 回岡山県電気機械器具製造業 最低賃金専門部会 

2025 年 9 月 29 日 

使用者代表委員 

オムロン株式会社 グローバル人財本部 
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特定最低賃金改正決定の必要性 意見書 

 

 

国内の電機産業動向は、回復傾向に戻りつつある受注と在庫の正常化が進み、グローバルで半導体や EV 需要をと

らえて前年比成長を見通す企業もあるが、中国市場低迷や原材料価格高騰、米国関税や為替影響など、数多くの

懸念要素は解消の目途が立っておらず、先行きは極めて不透明な状況である。 

 

こうした中、岡山県における各企業でも、経営リスクにさらされる環境下での勝ち残りに向けて、市場の変化をキャッチ

して成長軌道に乗せるための事業再編や見直し、収益を出せる構造づくりなど、様々な変革施策や中期経営計画に

取り組んでいる。こうした動きとその成否は、主要メーカ・グループ企業から、中小企業をはじめとする取引先に至るサプラ

イチェーン全体に影響を及ぼすものであり、国内電機産業の将来展望に向けては、経営と従業員が一体となって変化・

変革に対応し、各種施策の実効性を高めていくことが課題と考える。 

 

電機産業を支えるものづくり・サービス・売り方は、人の働きとその総和により創出され、価値も発揮されるが、人材不

足はあらゆる現場で深刻化しており、5 年後、10 年後の組織維持を見通せない状況になっている組織は数多い。高い

技術・技能や Will を持った人材と、企業・組織の魅力とのマッチングが図られる状況でなければ、技術力・競争力の発

揮は困難である。この点は、労使共通の認識と捉えており、岡山県の電機各企業においては、労働力という観点だけで

なく、将来を展望し事業機会の獲得と収益性を伴う成長構造の実現を支える人材を、安定的に確保していくことが不

可欠と考える。 

 

以上の認識より、今年、岡山県最低賃金が改定された中、岡山県の電機として、とりわけ魅力ある業界としての優

位性を一定確保した最低賃金水準である必要がある。したがって、『特定最低賃金改正の必要性あり』と考える。 

ただし、大幅な引き上げは、特に小規模企業の経営圧迫につながる可能性もあることから、金額水準については、他

県・他産業の動向なども踏まえ、慎重に検討していくべきと考える。 

 

 

以上 

 


